
ID キーワード ID キーワード ID キーワード 

1 仮説的構成概念 21 キャリーオーバー効果 41 内的妥当性・外的妥当性 

2 実験計画 22 コホート 42 生態学的妥当性 

3 基準関連妥当性 23 参与観察法 43 統制におけるマッチング 

4 構成概念妥当性 24 実験的研究 44 ナラティブ（語り） 

5 構造化面接 25 実験的観察法 45 因子分析 

6 半構造化面接 26 実験社会心理学 46 再テスト法 

7 個性記述的アプローチ 27 妥当性 47 尺度構成法 

8 実験群 28 質的研究 48 潜在変数 

9 実験法 29 統計的仮説検定 49 散布度 

10 観察法 30 統制群 50 標準偏差 

11 検査法 31 内的整合性 51 分散 

12 尺度水準 32 パラメトリック検定 52 不偏分散 

13 名義尺度 33 ノンパラメトリック検定 53 ｚ得点 

14 順序尺度 34 評定尺度・評定尺度法 54 積率相関係数 

15 間隔尺度 35 標本抽出 55 クロス集計表 

16 比率尺度 36 法則定率的アプローチ 56 散布図 

17 従属変数 37 ダブルバーレル質問 57 記述統計と推測統計 

18 相関的研究 38 剰余変数 58 標本平均の標本分布 

19 インフォームド・コンセント 39 実験計画における操作 59 標本平均の標準誤差 

20 逆転項目 40 変数間の交絡 60 第１種の誤り・第２種の誤り 



ID キーワード ID キーワード ID キーワード 

61 有意確率(ｐ値) 81 弁別閾 101 構成主義 

62 重回帰分析 82 絶対閾 102 機能主義 

63 t検定 83 調整法 103 精神分析 

64 分散分析 84 極限法 104 ゲシュタルト心理学 

65 多重比較 85 恒常法 105 科学者=実践家モデル 

66 主効果 86 スティーブンスの法則 106 人間性心理学 

67 適性処遇交互作用 87 床効果・天井効果 107 古典的条件付け（レスポンデント条件付け） 

68 偏回帰係数 88 質問紙法 108 オペラント条件付け 

69 説明率(回帰分析) 89 作業検査法 109 効果の法則 

70 残差分析(カイ二乗検定) 90 投影法 110 強化 

71 多重共線性 91 虚偽尺度 111 消去 

72 クラスター分析 92 精神年齢 112 社会的学習理論 

73 カイ二乗検定 93 ＩＱ 113 スキーマ 

74 相関係数の検定 94 ヤング=ヘルムホルツの法則 114 同化と調節 

75 共分散 95 精神物理学的測定法 115 行動主義 

76 信頼性 96 ウェーバーの法則 116 新行動主義 

77 クロンバックのα係数 97 フェヒナーの法則 117 自由再生 

78 内容的妥当性 98 民族心理学 118 系列位置曲線 

79 リッカート法 99 進化論 119 記憶の二重貯蔵モデル 

80 ＳＤ法 100 動因 120 ワーキングメモリ 



ID キーワード ID キーワード ID キーワード 

121 長期記憶 141 三色説 161 アクション・スリップ 

122 短期記憶 142 反対色説 162 スクリプト 

123 手続き記憶 143 図と地 163 ソースモニタリング 

124 展望記憶 144 プレグナンツの法則 164 心的表象 

125 メタ記憶 145 奥行き知覚の手がかり 165 ブローカ野 

126 潜在記憶 146 仮現運動 166 ウェルニッケ野 

127 プライミング効果 147 知覚の恒常性 167 視床 

128 再生 148 カクテルパーティ現象 168 視床下部 

129 再認 149 注意の瞬き現象 169 大脳皮質 

130 馴化 150 聴覚伝導路 170 中脳 

131 メモリースパン 151 クロスモーダル知覚 171 大脳基底核 

132 トップダウン処理・ボトムアップ処理 152 アルゴリズム 172 大脳辺縁系 

133 推論 153 ヒューリスティック 173 網膜 

134 演繹的推論・帰納的推論 154 概念 174 半側空間無視 

135 批判的思考 155 感覚記憶 175 相貌失認症 

136 メタ認知 156 大脳半球機能の左右差 176 分離脳 

137 視細胞 157 忘却曲線 177 神経細胞 

138 視覚伝導路 158 幼児期健忘 178 シナプス 

139 暗順応 159 ミラーニューロン 179 受容体 

140 色の心理的属性 160 心の理論 180 神経伝達物質 



ID キーワード ID キーワード ID キーワード 

181 活動電位 201 自己スキーマ 221 集団凝集性 

182 ランビエ絞輪 202 親和欲求 222 集団主義-個人主義 

183 跳躍伝導 203 二過程モデル 223 偏見と差別 

184 全か無かの法則 204 社会的交換と互恵性規範 224 ANOVAモデル 

185 イオンチャンネル 205 攻撃行動 225 PM理論 

186 HPA 軸・SAM 軸 206 同調行動 226 暗黙のパーソナリティ観 

187 皮膚電気活動 207 ソーシャルスキル 227 栄光浴 

188 ヘッブ則 208 愛他行動 228 仮定された類似性(想定類似性) 

189 長期増強 209 印象形成 229 客体的自己意識 

190 ＮＭＤＡ受容体 210 援助行動 230 恐怖管理理論 

191 海馬 211 確証バイアス 231 光背（ハロー）効果 

192 扁桃核 212 原因帰属 232 自己制御 

193 レム睡眠 213 行為者-観察者バイアス 233 自己知覚理論 

194 ノンレム睡眠 214 錯誤帰属・誤帰属 234 自己評価維持モデル 

195 交感神経系 215 自己効力感 235 自己奉仕的（利己的）帰属 

196 副交感神経系 216 自己成就（的）予言 236 社会的アイデンティティ理論 

197 恐怖条件付け 217 自己呈示・自己開示 237 パーソナルスペース 

198 場所ニューロン 218 社会的ジレンマ 238 説得技法 

199 自尊感情 219 社会的促進と社会的手抜き 239 ステレオタイプ 

200 顕在的態度と潜在的態度 220 集団規範 240 セルフハンディキャッピング 



ID キーワード ID キーワード ID キーワード 

241 相互依存的・相互独立的自己観 261 正常化バイアス 281 アタッチメント（愛着） 

242 対人認知 262 ウェルビーイング 282 代理母模型 

243 社会的態度 263 タイプ A行動 283 コールバーグの道徳性理論 

244 単純接触効果 264 自己実現 284 漸性的発達理論 

245 内集団バイアス 265 「遺伝か環境か」論争 285 自我同一性 

246 認知的不協和 266 相互作用説 286 同一性地位面接 

247 ポジティブイリュージョン 267 発達段階 287 ビネー式知能検査 

248 集団極化 268 発達課題 288 ウェクスラー成人知能検査 

249 主観的ウェルビーイング 269 発達心理学における臨界期 289 知能指数（IQ） 

250 初頭効果と親近効果 270 刷り込み 290 内発的動機づけ 

251 精緻化見込みモデル 271 生理的早産 291 学習性無力感 

252 責任の分散 272 選好注視法 292 流動性知能と結晶性知能 

253 潜在連合テスト 273 横断的研究法 293 ひきこもり 

254 ソシオメーター理論 274 縦断的研究法 294 知的障害 

255 素朴心理学 275 発生的認識論 295 自閉症スペクトラム 

256 ソーシャル・サポート 276 シェマ 296 注意欠陥・多動性障害 

257 社会的排斥 277 対象の永続性 297 レビー小体型認知症 

258 対応バイアス 278 自己中心性 298 中核症状と周辺症状 

259 分離モデル 279 三つ山課題 299 MCI 

260 インターネットパラドックス 280 内言と外言 300 キューブラー・ロスの死の受容過程 



ID キーワード ID キーワード ID キーワード 

301 回想法 321 ポリグラフ検査 341 敵意帰属バイアス 

302 ライフサイクル 322 家庭裁判所 342 生涯持続型反社会性と青年期限定型反社会性 

303 サクセスフル・エイジング 323 少年鑑別所 343 分化的接触理論 

304 中年の危機 324 連続殺人 344 分化的同一化理論 

305 人口減少社会 325 大量殺人 345 漂流理論 

306 統合 対 絶望 326 テロリズム 346 ラベリング理論 

307 老年的超越 327 児童虐待 347 社会的絆理論 

308 テロメア 328 ドメスティック・バイオレンス 348 （防犯設計における）守りやすい空間 

309 エイジズム 329 人質交渉 349 環境設計による犯罪防止（CPTED） 

310 補償をともなう選択的最適化理論 330 レイプ神話 350 状況的犯罪予防 

311 社会情動的選択性理論 331 凶器注目効果 351 秩序型殺人と無秩序型殺人 

312 主観的幸福感（well-being） 332 事後情報効果 352 リバプール方式プロファイリング 

313 パーソン・センタード・ケア 333 認知面接 353 事件リンク分析 

314 アルツハイマー型認知症 334 （子どもに対する）司法面接 354 地理的プロファイリング 

315 血管性認知症 335 PEACE モデル 355 （少年法における）保護処分 

316 メーガン法 336 生来性犯罪者説 356 （少年事件の）検察官送致 

317 アノミー理論 337 家系研究 357 家庭裁判所 

318 反社会性パーソナリティ障害 338 双生児研究 358 少年院 

319 割れ窓理論 339 養子研究 359 刑事施設 

320 （犯行の）サークル仮説 340 サイコパス人格 360 保護観察 


